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「ある日にビールを買った人が 400人，オムツを買った人が 350人いて，そのうちの 300人は
オムツとビールの両方を買った」という面白い事実を教えてくれるのはデータ・マイニングで
ある．しかし，別の日にビールを買う人が 250人になったら，どうだろうか？ 1000人になっ













































































のようなシステムを Systems of Engagementと呼ぶことがある）．




考え方で問題なかった．一方，サービス・イノベーションを牽引する Systems of Engagement
の開発では，ビジネス環境が刻々変化するため，短いサイクルで要件のバックログを見直すア


































































































































スを表現する “bounce back”という言葉に対して，“bounce forward”という言葉で表現する

























て表す．一般にシステムの状態 sの環境 C に対する適応度はシステムの状態空間における適応
度関数で定義できる．ここでは説明を簡略化するため，状態 sが環境 C に適応（s ∈ C）してい
るかまたは不適応（s /∈ C）であるかの 2値を考慮する適応度関数を考えることにする．システ
ムの状態 sが環境 C に適応しているとは，s ∈ C が成り立つと定義する．
さて，環境 C が変化して，C′ になったとしよう．もし，今のシステム状態 sが新たな環境
に適応していない，すなわち s /∈ C′ とする．その場合，システムは新しい環境に適応すべく，
システム状態を変化させなければならない．例えば，一度に 1ビットを反転させて s ∈ C′にな
るにはどれだけのステップがかかるか，という問題を考えよう．もし，環境の変化に対して常
に kステップ以内で s ∈ C′ とすることができれば，このシステムは k-レジリエントと呼ぶこ
とにする．
これは非常にシンプルな数理モデルであるが，我々はこの考えを拡張してレジリエンスの数
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The Institute of Statistical Mathematics operated the Service Science Research cen-
ter from April 2011 to March 2016. We conducted several seemingly unrelated projects
during this period, but in retrospect there has been a common theme, which is how to
deal with changes. In this manuscript we discuss our insights on how we make ourselves
more agile in order to survive changes. These insights were acquired from these projects,
namely, service science, new programming paradigm, systems resilience, and individual
career development.
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